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悪性神経膠腫に対する
　　　　特異的キラーT細胞の誘導
（脳神経外科学）
（血清学）
斎藤　公男、中村　達也
伊東願
下邦明水干純一郎
　【目的】悪性神鹿膣腫に対しLAK療法が臨床応
用されているが、抗原非特異的であるため種々の
問題が指摘されている。一方、抗原特異的なキラ
ー細胞（CTL）はLAK細胞より優れた面をも
つがその誘導には困難を伴うことが知られている
。今回、我々はラットの悪性神経膠腫細胞に対す
る特異的キラーT細胞の誘導を試み興味ある結果
を得たので報告する。【方法】キラー一・T細胞の誘
導：A群、放射線照射をしたラット由来グリオー
マ細胞（C6）をラット腹腔内に投与した後、脾
臓を摘出しリンパ球を調製した。次に園乍リンパ
球をin　vitroにて放射線照射したC6細胞、　I　L
一一@2存在下に培養しCTLを得た。対照としてB
群、未感作ラットの脾臓リンパ球を同様に培養し
たものおよびC群、未感作ラットの脾臓より採取
したリンパ球をIL－2のみで培養したものを用
いた。　キラー活性の測定：キラー細胞によるin
vitroでの51Cr標識腫瘍細胞の破壊あるいはヌ
ードマウスの皮下に移植された腫瘍細胞の増殖抑
制を指標として測定した。　リンパ細胞球表面抗
原の解析：間接蛍光抗体法により細胞を染色し、
FACScanにより解析した。【結果】A群で
は、51Cr遊離法で測定するとC6細胞に対して
はE：T比の上昇と共に活性が上昇し、E：T比
が100：1では、約80％の活性を示した。一方allo
genic　tumorである9しに対する活性は低かった
。B、　C群では活性は認めなかった。また、ヌー
ドマウスにおける腫瘍細胞増殖試験においてもA
群では腫瘍の増殖抑制を示した。細胞表面抗原の
解析では、A群ではB、　C群に比してCD8陽性
細胞が有意に増加していた。これらの事実はinv
ivo、　in　vitro抗原刺激によりC6特異的キラ
ーT細胞が誘導されることを示唆している。【結
論】神経膠腫細胞で感作されたラット脾臓リンパ
球をin　vitroにて二次刺激することにより、　CD
8陽性CTLを誘導することができた。
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　〔諸　言〕リング型ガンマカメラを用いた133Xeに
よるCBF測定は一般的に非侵襲的で正確、再現性も
良好な手法とされ、広く臨床応用されているが、我
々の経験では意識levelがstupor以下や肺機能障害
のある例では再現性が不良となる。意識状態や肺機
能障害の有無に関係なく施行し得る133Xe静注法に
ついて検討した。
　〔対象・方法〕対象は22歳から36歳迄のnomaI
volunteer　5例と症状の固定した慢性期の各種脳血
管障害6例とした。　133Xe吸入法によりCBFを測定
し」6か月以内に静注法によるCBF検査を行い両者
の比較を行い、同時に固定型gamma　ca皿eraにて肺の
時間放射能曲線測定を行った。　SPECT装置はSET
O70（Shimazu）、　data処理はSyntipack　7000を使用し
た。吸入法では吸入装置SET　O70用Xenon　gas
control　systemを用いて吸入ガス濃度50Hbq／1で1
分間吸入させ10分間の洗いだしの間11分間のdataを
収集した。静注法では、462．5Mbq／2．5皿1を肘正中静
脈より投与した。　CBF測定はO－M　line　60－75皿m
（cerebru皿）、　O－15mm（cerebellu皿）に相当する幅15皿皿
のsliceでcerebru皿では左右のfrontal、　te叩oral、
occipitalに2×2mmのROIを設け、各々の脳局所血
流量を測定した。
〔結　果〕吸入法と静注法で得たr－CBFは相関係数
0．4776で拐以下の危険度で有意な相関が認められた。
肺の時間放射能曲線測定の結果では、意識障害や肺
機能障害のある例のAIR　curveの立上がりは安定せ
ずK値が一・一一定とならないため、再現性が不良であっ
た。一方、静注法に於いては、意識障害や肺機能障
害の有無にかかわらず、一定のCBFの結果が得られ
た。
〔結　論〕　133Xe静注法によるCBF測定は意識障害
や肺機能障害のある例においても正確で再現性のよ
いdataが得られる。
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